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        バイクを使った登山で、この季節一番つらいのは、

なんと言っても、手が冷たいことで、その対策として、今回は靴底形

状のカイロをハンドルに巻きつけたが、薄くてにぎりやすく効果あり。

いろいろ工夫するのも、バイク登山の楽しいところだと思う。たくさ

ん着込んでいるため、登山の出発準備短縮が今後の課題と思う。

近鉄養老線の多度駅まで歩き 12:25発の石津行きに乗車、石津駅 12:45

降車。駅の北側踏み切りを越え、民家やミカン畑の中をバイクの置い

てある登山口まで緩やかに登って行く、登山口 13:00 着。桑名から、

湾岸道に乗ったが、強風でバイクはハンドルをとられるので、長島で

降りて、２３号を走り、自宅 15:30着。

      まだ夜明けには間がある 6 時前に、自宅をバイクで出発する。２3 号から桑名市より海津市

に向かう。近鉄養老線の石津駅を右に見て左折し、ミカン畑の中の石津御岳の石柱がある登山口に 7:10

着。20台くらい止められる広い駐車場と案内板がある。鳥居をくぐりジグザグに登って行き、しばらくす

ると、スタジアムのスタンドのような階段状の展望台があり、揖斐川と濃尾平野が開けて見える。本家の

御岳と同じような石碑が所々にあり、宗教の山を感じさせる。開けた２１世紀の森を過ぎ、開山者の覚海

上人像の前（９合目）で風が吹くと寒い中休憩する 8:50。すぐ上の四等三角点[杉生平]を通過し、立派な

お篭り所がある御岳神社 9:15着。展望は、神社の裏から鈴鹿の竜ヶ岳あたりが見える程度。来た道を戻り

お篭り所から右の南に進む、電波塔に向かい林道を歩くすぐ横に平坦な登山道があるようだ、林道をやめ、

登山道を歩く。ぽつぽつ、多度山方面からの登山者に会う多度山上公園 10:40着、休憩所でカップ麺を食

べていると、ジョギングのグループが林道を登って来た。登山者やマウンテンバイクの人も多く、手軽な

里山の感じだ。上げ馬神事で有名な多度大社に 11:45お参りして、来年の登山の無事を祈る。

 CL:中山正夫 

 

  

 

12/18(土) 晴れ 
04:30 起床 
05:30自宅発 
07:10 石津登山口着 
08:50～9:00覚海上人像 
09:07三角点杉生平 
09:15御岳神社 
10:40～11:05 多度山上
公園 
11:45多度大社 
12:10多度駅着 
12:25石津行乗車 
12:45石津駅降車 
13:00石津登山口着 
13:30登山口発 
15:30自宅着 
 
 
 

 
 
 
 
 

  バイクで南濃の山を楽しむ 
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